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メモ、 を意、警告 


b メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してし巧す。 

Q をな： ハードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危除を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告： あ的ち害、けが、または死亡の原因となる可能性があることを示しています。 
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ベース 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

^ 餐告： コンピュータ内部の作業を始める肺こ、『巧品情報ガイド J のを全に関する指示に従ってください。 

A 警告： コンピュータ巧の部品の静電気による損なを防ぐため、コンピュータのち子部品に化れる巧に、きなから#電気を除去してください。塗装されていないを属面に化れること 
^ により、静電巧を除去することができます。 

1. 「 作業を開始する前に Iの手順に従います。 

2. システム基板を取り外します （「 システム基板 Iを参照）。 

3. ファンを取り外します （「 ファン Iを参照）。 

b メモ： ベースに改良 K ロックがある場合、 K ロックはネジで取り付けられてしなす。本べースを取り付ける場合、ネジは不要ですからネジを取りかして処分します。 
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K ロックアセンブリ 
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ベース 
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作業を開始する前に 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

♦ 奨励する ツール 
♦ コンピュータの雷ミ原を切る 
♦ コンピュータ内部の作業を始める前に 

本書では、お使いのコンピュータのコンポーネントの取り外しおよび取り付けの手順について説明します。特に指定のない限り、それぞれの手順ではな下のを件を前提とします。 
I 「 コン ピュータの雷源を切る Iおよび 「 コン ピュータ内部の作業を始める前に Iの手順をすでに終えていること。 

I『製品情報ガイド J のま全に関する情報をすでに読んでし巧こと。 

I取りかしの手順とをの手順を行うことで部品の取り付けが可能であること。 


奨励するツール 

このドキュメントで説明する操作には、レ U 下のようなツールが必要な場合があります。 
I 細めのマイナスドライバ 
I プラスドライバ' 

I 細めのプラスチック製スクライブ 
I 5 mm の六角ナットドライバ 
I フラッシュ BIOS アップデートプログラム CD 
Iプロセッサ取り外しツール 


コンピュータの電源を切る 

Q を意： データの損失を避けるため、コンピュータの電源を切る前に、開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了します。 

1. オペレーティングシステムをシャットダウンします。 

a. 開いているファイルをすべて保存して閉じ、開いているすべてのプログラムを終了します。 

b. スタート^シャットダウン^シャットダウン とクリックします。 

オペレーティングシステムのシャットダウンプロセスが終了した後に、コンピュータの電源が切れます。 

2. コン ピュータと取り付けられているすべてのデバイスの電源が切れてしぶか確認します。オペレーティングシステムをシャットダウンしても、 コン ピュータおよび接続されているデバイスの電源が自 
動的に切れなかった場合は、電源ボタンを4砂間巧し続けて〈ださい。 


コンピュータ内部の作業を始める前に 

コンピュータの損傷を防ぎ、ご自身の身体のま全を守るために、レ:I下の点にごを意ください。 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、『迫!品情報ガイド JI のを全手順に従ってください。 

A 警告： コンポーネントや力ードは镇重に巧って<ださい。力ード上の部品や巧続が分には化れないで<ださい。力ードを持つ巧はをを持つか、を届巧の取り付けブラケットの部分を 
^ 持ってください。プロセッサのようなコンポーネントは、ピンの部分ではな<端を持つようにしてくださし、。 

り をな： コンピュータシステムの修理は、資格を持っているサービス技術者のみが行って〈ださい。デルが許可してし々い修理による損傷は、保証できません。 

© を意： ケーブルを外すときは、コネクタまたはプルタブの部分を持ち、ケーブル自身を引っ張らないで〈ださい。ケーブルによってはコネクタにロックタブが付いていることがあります。このタイプ 
のケーブルを外す場合は、ロックタブを押し込んでからケーブルを巧いてください。コネクタを巧〈際には、コネクタピンを曲げなしなうに、まっすぐ引き巧いてください。また、ケーブルを接続する 
際は、両方のコネクタの向きが合ってし巧ことを確認して〈ださい。 

り を意： コンピュータの損傷を防ぐため、コンピュータ内部の作業を始める前に、次の手順を実行します。 

1. コンピュータのカバーに傷力 《 つかなしなうじ、作業台が平らであり、巧れていないことを確認します。 

2. コン ピュータの雷源を切ります （r コン ピュータの雷源を切る Iを参照）。 












を 意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずコンピュータカ、らネットワークケーブルを外し、次に、ネットワークデバイスから外します。 

3. 電話ケーブル、ネットワークケーブル、および USB ケーブルをすべてコンピュータから外します。 

4. コンピュータ、および取り付けられているすべてのデバイスをコンセントから外します。 

5. コン ピュータを裏返します。 

Q をな： システム基板の損傷を防ぐため、コンピュータで作業を行う前にメインバッテリーを取り外して〈ださし、。 

6. 次の手順で、バッテリーを取りかします。 

a . コンピュータの底面にある2つのバッテリーベイリリースラッチを、カチッとはまるまでコンピュータの両側面にスライドさせます。 

b . バッテリータブでバッテリーをつかみ、バッテリーをコンピュータの前面に向かって水平にスライドさせます。 

C . ベイからバッテリーを持ち上げ、取り外します。 
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バッテリー 
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バツ テリーベイリリースラ ツチ （2) 

3 

バッテリータブ 


7. 電源ボタンを巧して、システム基板の静電気を除去します。 

8. 取り付けられているすべての PC 力ードまたは ExpressCard を PC 力ードスロットから取り外します。 


直次に层る 
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フラッシュ BIOS 

Del|TM LatitudeTM ATG D620 サー ビス マニュアル 

♦ CD から BIOS をフラッシュする 
♦ ハードド'ライブから BIOS をフラッシュする 

BIOS アップデートプログラム CD が新ししいンステ厶基板に付属している場合、 CD から BIOS をフラッシュします。 BIOS アップデートプログラム CD がない場合は、ハードドライブから BIOS をフラ 
ッシュします。 


CD から BIOS をフラッシュする 

1. AC アダプタがプラグに差し込まれており、メインバッテリーが適切にインストールされていることを確認します。 

b メモ： BIOS アップデートプログラム CD を使って BIOS をフラッシュする場合、コンピュータを CD から起動するように設定してから CD を挿入します。 

2. BIOS アップデートプログラム CD を挿入して、コンピュータを再起動します。 

画面の指示に従って〈ださい。コンピュータは起動し続け、新しい BIOS をアップデートします。フラッシュアップデートが完了すると、コンピュータは自動的に再起動します。 

3. POST 中に < F 2> を巧してセットアップユーティリティを起動します。 

4. < Alt > と < F > を巧して、コンピュータのデフオルトをリセットします。 

5. < Esc > を巧して、 Save changes and reboot を選択し、 < Ente 「> を押して設定変更を保巧します。 

6. フラッシュ BIOS アップデートプログラム CD をドライブから取り出し、コンピュータを再起動します。 


ハードドライブから BIOS をフラッシュする 

1. AC アダプタとメインバッテリーが正し〈取り付けられていて、ネットワークケーブルが接続していることを確認します。 

2. コン ピュ ータの 電源を入れます。 

3. support.jp.dell.com でお使いのコンピュータに適した BIOS アップデートファイルを検索します。 

4. Download Now (今すぐダウンロードする）をクリックして、ファイルをダウンロードします。 

5. Export Compliance Disclaimer (免責を項の遵守）ウィンドウが表示されたら、 Yes, I Accept this Agreement (はい、同意します）をクリックします。 
File Download (ファイルのダウンロード）ウィンドウが表示されます。 

6. Save this program to disk にのプログラムをディスクに保存します）をクリックして、 OK をクリックします。 

Save In (保存先）ウィンドウが表示されます。 

7. 下矢印をクリックして、 Save In (保存先）メニューを表示し、 Desktop (デスクトップ）を選択して、 Save (保存）をクリックします。 

デスクトップ上にファイルがダウンロードされます。 

8. Download Complete (ダウンロード終了）ウィンドウが表示されたら、 Close (閉じる）をクリックします。 

デスクトップにファイルのアイコンが表示されます。このファイル名は、ダウンロードした BIOS アップデートファイルと同じです。 

弓. デスクトップにあるファイルのアイコンをダブルクリックして、画面に表示される手順に従います。 


目次に戻る 
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Bluetooth ® ワイヤレステクノロジ内蔵力ード 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

^ 餐告： コンピュータ内部の作業を始めるがに、『巧品情報ガイド J のを全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

の を意： 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスい《ンドを使用したり、コンピュータの背面パネルにあるコネクタなどに定期的に触れたりして、静電気を身体から除去して〈ださい。 
。 を意： システム基板の損傷を防ぐため、コンピュータ内部の作業を巧う前にメインバッテリーを取りがして〈ださい （「 コン ピュータ内部の作業を始める前に I を参照)。 

Bluetooth ワイヤレステクノロジ内蔵力ードを購入された場合は、お使いのコンピュータじすでに取り付けられています。 

1. 「 作業を開始する前に I の手順を実行します。 

2. ヒンジカ/く一を取り外します （ 「 ヒンジ カバー I を参照）。 

り を意： 力ード、力ードケーブル、または周巧コンポーネントの損傷を防ぐため、力ードの取り外しは慎重に行ってくださし、。 

3. 力ードケーブルを経路指定ガイドから慎重に取り外します。 

4. 力ードケーブルを片手でつかみながら、プラスチックスクライブを使って小さなプラスチック製固定タブ(下の図参照)を軽〈若干下に押して、力ードのケーブル端を取り外します。 
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つ木クタフイヤ 
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プラスチックスクライブ 
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プラスチック製固定タブ 
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金属製の固定タブ 

5 

プラスチック製固定タブ 




5. 下部の金属製タブからち■手で力ードを軽〈引き出して外す間も、もう一方の手で力ードケーブルをしっかりつかみます。 
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ケーブル 
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力ードコネクタ 
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力ード 
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金属製のタブ 
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プラスチックスクライブ 




6. 力ードを実装部から持ち上げます。このとき、力ードケーブルを強く引っ張らなしなうにを意してください。 

7. ケーブルを力ードから外し、力ードをコンピュータから取りかします。 
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コイン型電化 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

^ 餐告： コンピュータ内部の作業を始めるがに、『巧品情報ガイド J のを全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

の を意： 静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リスい《ンドを使用したり、コンピュータの背面パネルにあるコネクタなどに定期的に触れたりして、静電気を身体から除去して〈ださい。 
^ を意： システム基板の損傷を防ぐため、コンピュータ内部の作業を行う前にメインバッテリーを取り外して〈ださい。 

1. 「 作業ホ開始する前に I の手順を実行します。 

2. ヒンジカバーを取り外します （「 ヒンジ カバー I を参照）。 

3. キーボードを取り外します （「主 ニボニ ど」 を参照）。 
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バッテリーケーブルコネクタ 
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コイン型電ミ也 

3 

プラスチック製 アーム 


4. バッテリーケーブルコネクタをシステム基盤のコネクタからかします。 

5. プラスチックを破損しなしなうにを意して、バッテリー上部のプラスチック製アームの隅を少し持ち上げます。 

6. プラスチック製アームを輕〈持ち上げながら、バッテリーをつかんでバッテリー実装部から取り出します。 


直次に房る 














DellTM Latitude"^ ATG D620 サービスマニュアル 


作業を開始する前に 

メディアベイデバイス 

ハードドライブ 

ヒンジカバー 

キーボード 

メモリ 

ディスプレイアセンブリ 

Bluetooth ^ ワイヤレステクノロジ内蔵力ード 

通信カード 
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いームレ入卜 


プロセツササーマル冷去 P アセンブリ 

プロセッサ 

スピーカー 
PC 力ードリーダー 

システム基巫 


ベース 

フラッシュ BIOS 


メモ、 を意、警告 


b メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してし巧す。 

Q をな： ハードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危除を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告： あ的ち害、けが、または死亡の原因となる可能性があることを示しています。 


この文■の情報は、事前の通かなく巧ちされることがあ y ます。 

© 2007すべての着作極は Dell Inc . にあリます。 

Dell Inc . の書面による許可のない複製は、いかなるお態においても厳重に禁じられています。 

この文書に使用されている商標について： Del し DELL のロゴ、および Latitude は、 Dell Inc . の商標です。 Microsoft および Windows は、 Microsoft Corporation の登録商標です。 Bluetooth は、 Bluetooth SIG , Inc . 
の登録商標で、 Dell Inc . での使用が許可されていまず。 
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プロセッサ 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

♦ プロセッサの取り外し方 
• プロセッサの取りかけち 


プロセッサの取り外し方 

^ 警告： コンピュータ内部の作業を始めるおに、『巧品情報ガイド J のを全に関する指示に従ってください。 

A 宙告： コンピュ-夕巧の部品の静電気による損なを防ぐため、コンピュ-夕の電子が品に触れるがに、きがから柏電気を除去してください。をちされていないを届面に触れること 
^ により、静電気を除去することができます。 

〇 を意： プロセッサを取り外すまたは交換する場合に、 ZIF ソケットカムネジおよびプロセッサの間欠接触を防ぐため、カムネジを回転している間は、プロセッサの中むを押して少し圧力をかける 
— ^ようじします。 

Q を意： プロセッサへの損傷を防ぐため、カムネジを回す際はプロセッサにき直になるよう、ドライバを握って〈ださし、。 

1. 「 コンピュータ内部の作業を始める前に I の手順に従います。 

2. ヒンジカ/く一を取り外します （ 「 ヒンジカバー I を参照）。 

3. 取り付けられているメディアベイデバイスをすべて取り外します （「 メディアベイデバイス I を参照）。 

4. キーボードを取り外します （「 キ ーボード I を参照）。 

己.パームレストを取りかします （r パームレスト I をを照）。 

6. プロセッササーマル冷ち D アセンブリを取り外します （ r プロセッササーマル冷がアセンブリ I を参照）。 

Q をな： プロセッサを取り外すときには、まっすぐ上に引き上げます。プロセッサのピンを曲げなし、ようにを意して〈ださい。 

7. ZIF ソケットを緩めるため、細めのマイナスドライバを使用して ZIF ソケットカムネジをカムが止まるまで反時計回りに回します。 

ZIF ソケットカムネジは、プロセッサをシステム基板に固定します。 ZIF ソケットカムネジの矢印の向きをメモしておいてください。 
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ZIF ソケットカムネジ 

2 

ZIF ソケット 

3 

プロセッサの1香ピンの角 


















8. プロセッサ取り外しツールを使ってプロセッサを取り外します。 


プロセッサの取り付け方 

Q をな： プロセッサを取り付ける前に、カムロックが完全に開しザこ位置にあることを確認して〈ださい。 ZIF ソケットにプロセッサを正し〈取り付けるために、力をかける必要はありません。 

〇 をな： プロセッサが正し〈取り付けられてし、ないと、接続が時々途切れたり、プロセッサおよび ZIF ソケットに永続的な損傷を与える場合があります。 

1. プロセッサのピン1の隅をシステム基板の兰角おを指すように位置合わせしてから、プロセッサを ZIF ソケットに挿入します。 

プロセッサが正し〈取り付けられている場合は、4隅すべてが同じ高さになります。プロセッサの隅が1つでも他の隅より高い場合、プロセッサは正し〈取り付けられてしなせん。 

〇 を意： ZIF プロセッサを取り外すまたは交換する場合に、 ZIF ソケットカムネジとプロセッサの間欠接触を防ぐため、カムネジを回転している間は、プロセッサの中むを押して少し圧力をかける 
〜 ようにします。 

2. カムネジを時計回りに回して ZIF ソケットを締め付けて、プロセッサをシステム基板に固定します。 

3. サーマル;令却パッドの裏面をはがし、サーマル;令却アセンブリのプロセッサを覆う部分にパッド接着します。 

4. プロセッササーマル;令ち D アセンブリを取りがけます （ r プロセッササーマル冷なアセンブリ I を参照）。 

5. パームレストを取り付けます （「 パ ームレスト 」 を参照）。 

b メモ： キーボードを取りかける前に、コイン型雷ミ也を巧巧続したことを確認します （「 コイン型雷;’也 I を参照）。 

6. キーボードを取りかけます （「 キーボード I を参照 ) 。 

7. メディアべイデ/《イスを取り付けます （ 「 メディアべイデ/くイス I を参照 ）。 

8. ヒンジカ/く一を取り付けます （ 「 ヒンジカバー I を参照）。 

9. バッテリーを取り付けます。 

10. フラッシュ BIOS アップデートプログラム CD を使用して、 BIOS をアップデートします。 「 フラッシュ BIOS I を参照して〈ださい。 


目次に戻る 












目ホに戻る 


ディスプレイアセンブリ 

Del|TM LatitudeTM ATG D620 サー ビス マニュアル 

♦ ディスプレイアセンブリの取り外し方 

♦ ディスプレイべゼルの取り外しち 
♦ ディスプレイパネルの取り外し方 
♦ ディスプレイパネルブラケットの取り外しホ 

♦ ディスプレイパネルケーブルの取り外しち 

♦ ディスプレイヒンジの取り外し方 


ディスプレイアセンブリの取り外し方 

^ 警告： コンピュータ巧部の作業を始める前に、『巧品情報ガイド J のま全に関する巧示に従ってください。 

A 警告： コンピュータ巧の部品の静電気による損なを防ぐため、コンピュータの電子部品に化れるがに、身体から#電気を除去してください。ををされていない金 JR 面に化れること 
^ により、静電巧を除去することができます。 

1. 「 作業を開始する前に I の手順に従います。 

2. ヒンジカバーを取りかします （「 ヒンジカバー I を参照）。 

3. キーボードを取り外します （「 キーボード I を参照）。 



8 



1 

WWAN カードコネ、クタ 

2 

WWAN アンテナケーブル 

3 

WLAN アンテナケーブル（黒 
および白） 

4 

ワイヤレス LAN 力ード 

5 

プルタブ 

6 

ディスプレイケーブル 

7 

WLAN アンテナケーブル（白お 
よび灰色） 

8 

WLAN アンテナケーブル(現在未使 
用）（灰色） 




〇 をな： ディスプレイアセンブリを交換する場合、お使いのコンピュータの損傷を防ぐため、上の図を見ながら慎重にケーブルの配線を変更して、適切なケーブルチャネルに接続します。灰色およ 
び黒のアンテナケー ブルは 白し N アンテナケー ブルの 下に配線して、黒いディスプレイケー ブルは 白いアンテナケー ブルの 上に配線します。 


4. ディスプレイフイードフレックスケーブルに取り付けてあるプルタブをまっすぐ弓 I き上げて、システム基板からケーブルを外します。 


5. アンテナケーブルを力ードから外します。 (「 る 信力ード I を参照）。 


6. アンテナケーブルとディスプレイケーブルを経路指定ガイドから慎重に取り外します。 


7. ディスプレイを閉じます。 



























8. コンピュータの背面を手前にして、コンピュータを裏返します。 


9. コンピュータの底面から 「 D 」 とラベルが付いた2本の M 2. 5 X 8 mm ネジを外します。 



ミ•ぶ 





を.' 


10. コンピュータの背面から2本の M 2. 5 X 8 mm ネジを外します。 



11. コンピュータの右側を上にし、ディスプレイを開きます。 



1 

アンテナケーブル （2) 

2 

ディスプレイケーブルプルタブ 


12. ディスプレイアセンブリをコンピュータベースから持ち上げて外します。 


ディスプレイべゼルの取り外し方 

















^ 警告： コンピュータ内部の作業を始めるがに、『製品情報ガイド J のま全に関する指示にがってください。 


A 餐告： コンピュータ巧の部品の#電気による損なを防ぐため、コンピュータの電子部品に触れるおに、を体から#電気を除去してください。をちされていない金属面に触れること 
^ により、静電巧を除去することができます。 

1. 「 作業を開始する前に Iの手順に従います。 

2. ディスプレイアセンブリを取り外します （r ディスプレイアセンブリ Iを参照）。 

3. プラスチック製スクライブを使用して、6つのゴム製ネジカバー/ディスプレイバンパーをべゼル前面にあるネジ巧から取り外します。 

4. M2.5 X 5 mm 肩付きネジ6本をべゼル前面から取り外します。 

Q を意： べゼルを損傷しないようじ、べゼルをディスプレイ背面カバーから慎重に外します。 

5. べゼルの内側の端から始めます。指先でべゼルを慎重に上外側に巧し出し、ディスプレイパネルから取り外します。 



1 

ネジカバー/ディスプレイバンパー (6) 

2 

M2. 5 X 5 mm 肩付きネジ (6) 

3 

ディスプレイべゼル 

4 

ディスプレイパネル 

5 

ディスプレイ背面カバー 




〇 を意： ディスプレイべゼルを交換する場合、コンピュータの損傷をさけるため、必ずべゼルの両端をディスプレイ背面カバーの両端にぴったり合わせて、ディスプレイ背面カバーの全周でカチッ 
とはめ込みます。 

ディスプレイパネルの取り外し方 

^ 警告： コンピュータ内部の作業を始めるがに、『製品情がガイド J のを全に関する指示に従ってください。 

A 警告： コンピュータ巧の部品の静電おによる損なを防ぐため、コンピュータの電子が品に化れるかに、き体から静電おを除去してください。塗装されていない金属面に触れること 
^ により、样電気を除去することができます。 

1. 「 作業を開始する前に Iの手順に従います。 

2. ディスプレイアセンブリを取り外します （r ディスプレイアセンブリ Iを参照）。 

3. ディスプレイべゼルを取り外します （「 ディスプレイべゼルの取り外し方 Iを参照）。 

4. 3本の M2 X 3 mm ネジをディスプレイパネルの各側面から取り外します。 
























1 

ディスプレイパネル 

2 

M2 X 3 mm ネジ (6) 

3 

ディスプレイ背面カバー 

4 

LED リボンケーブルリリースタブ 

5 

LED リボンケーブル 

6 

ブラケットタブ (4) 


^ 警告： お使いのディスプレイパネルの損なを进けるため、パネルの取かいにはブラケットタブだけを使用します。 

5. ディスプレイパネルをディスプレイ背面カバーから数センチ持ち上げます。 

6. LED リボンケーブルリリースタブをディスプレイパネルから引き出してリボンケーブルを外し、ディスプレイパネルをディスプレイ背面カバーから完全に切り離します。 


ディスプレイパネルブラケットの取り外し方 

^ 警告： コンピュータ内部の作業を始める前に、『追 I 品情苗げイト 1のま全に関する指示に従ってください。 

A 警告： コンピュ-夕巧の部品の巧電気による損なを防ぐため、コンピュ-夕の電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。塗装されていないを届面に触れること 
^ により、样電気を除去することができます。 

1. 「 作業を開始する前に Iの手順に従います。 

2. ディスプレイアセンブリを取り外します （r ディスプレイアセンブリ Iを参照）。 

3. ディスプレイべゼルを取り外します （「 ディスプレイべゼルの取り外しち Iをを照）。 

4. ディスプレイパネルを取り外します （「 ディスプレイパネルの取り外しち I を参照）。 

5. ディスプレイパネルの両側面からそれぞれ4本の M 2 X 3 mm ネジを外します。 



1 

2 

3 


1 

ディスプレイパネル 

2 

ディスプレイパネルブラケット （2)( ディスプレイパネルの左右） 

3 

M2 X 3 mm ネジ (4) 

























ディスプレイパネルケーブルの取り外し方 


^ 餐告： コンピュータ巧部の作業を始める前に、『お[品情巧ガイド J のを全に巧する指示に巧ってください。 

A 警告： コンピュータ巧の部品の静電気による損なを防ぐため、コンピュータの電子が品に触れる前に、さ体から静電気を除去してください。塗装されていないを属面に触れること 
^ により、静電気を除去することができます。 

1. 「 作業を開始する前に I の手順に従います。 

2. ディスプレイアセンブリを取り外します （「 ディスプレイアセンブリ I を参照）。 

3. ディスプレイべゼルを取り外します （「 ディスプレイべゼルの取り外し方 I を参照）。 

4. ディスプレイパネルを取り外します （「 ディスプレイパネルの取りかしち I を参照）。 

5. ディスプレイパネルを回転させて、清潔な平面の上に置きます。 

〇 をち： 下部のフレックスケーブルを交換する斷こコンピュータの損傷をさけるため、下部のフレックスケーブルコネクタを巧き差しする場合には、インバータボードの下部を指で軽〈支えて〈ださ 
し、。インバータボードは曲げないようにします。 

6. 下部のフレックスケーブルコネクタにあるプルタブを輯く引いてケーブルをインバータボードから取り外します。 

7. 上部のフレックスケーブルコネクタのいずれかの側面にあるフレックスケーブルレバーを強〈押して、コネクタを取り外します。 



1 

トップフレックスケーブルコネクタ 

2 

フレックスケーブルリリースレバー （2) 

3 

ディスプレイパネルの背面 

4 

インバ^ —タボード 

5 

ボトムフレックスケーブルコネクタのプルタブ 




ディスプレイヒンジの取り外し方 

^ 警告： コンピュータ内部の作業を始める前に、『追 I 品情窗ボイト 1のま全に関する指示に従ってくださし、。 

A 警告： コンピュータ巧の部品の巧電気による損なを防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。塗装されていないを JR 面に触れること 
^ により、併電気を除去することができます。 

1. 「 作業を開始する前に I の手順に従います。 

2. ディスプレイアセンブリを取り外します （ r ディスプレイアセンブリ I を参照）。 

3. ディスプレイべゼルを取りがします （「 ディスプレイべゼルの取り外し I を参照）。 

4. ディスプレイパネルを取り外します （「 ディスプレイパネルの取り外しち I を参照）。 

5. M 2. 5 X 5 mm ネジを右のディスプレイヒンジから取り外します。 

6. 右ディスプレイヒンジを持ち上げて2つの位置合わせピンから外し、ディスプレイ背面カバーから外します。 



















7. 左ディスプレイヒンジにも、 手順日 と 手歷6 を繰り返します。 
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1 

M2. 5 X 日 mm ネジ 

2 

ディスプレイヒンジ （2) 

(左右） 

3 

ディスプレイ背面カバー 

4 

位置合わせ用ピン 






目次に戻る 
















目ホに戻る 


フアン 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

^ 餐告： コンピュータ内部の作業を始める肺こ、『巧品情報ガイ刊のを全に関する指示に従ってください。 

A 警告： おち気によるコンピュータ巧の部品の損なを防ぐため、コンピュータのち子部品に化れる巧に、きなから#電気を除去してください。塗装されていないを属面に化れること 
^ により、静電巧を除去することができます。 

1. 「 作業を開始する前に Iの手順に従います。 

2. システム基板を取り外します （「 システム基板 Iを参照）。 

3. フアンをコンピュータベースに固定している M2. 5 X 5 mm ネジを外します。 



1 

ファンアセンブリ 

2 

M2. 5 X 5 mm ネジ 

3 

フアン電源ケーブル 


4. フアンアセンブリをコンピュータベースから持ち上げて外します。 


目ホに戻る 














目ホに戻る 


ハードドライブ 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

/ 餐告： ドライブがなおのときにハードドライブをコンピュータから巧りかす巧を、ハードドライブの金属巧ハウジングに 她れない でください。 

A 警告： コンピュータ内部の作業を始めるがに、『追!品情報ガイド J のを全におする指示にがってください。 

© を意： データの損失を防ぐため、ハードドライブを取り外す前に必ずコンピュータの電源を切って〈ださし、。コンピュータの電源が入っているとき、スタンバイモードのとき、または休止状態モード 
のときにハードドライブを取りかさないで〈ださい。 

の を意： ハードドライブはとても壊れやすく、わずかな衝撃でも破損することがあります。 

b メモ： デルではデル製品レ: A 外のハードドライブに対する互換性の保証およびサポートの提供は行っておりません。 

^ メモ： Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムをインストールするには、『オペレーティングシステム CD 』 が必要です。また、新しいハードドライブにドライバおよびユーティリティ 
をインストールするには、お使いのコンピュータ用の 『Drivers and Utilities CDJ ] が必要です。 

ハードドライブベイのハードドライブを交換するには、次の手順を実行します。 

1. 「 作業を開始する前に I の手順を実行します。 



1 

ネジロ） 

2 

ハードドライブ 


2. コンピュータを裏返し、ハードドライブの2本のネジを外します。 

Q を意： ハードドライブをコンピュータに取り付けていないときは、保護用静電気防止パッケージに保管します。『製品情報ガイド』の「静電気障害への対化」を参照してください。 

3. ハードドライブをコンピュータから引き出します。 

4. 新しいドライブをお包から取り出します。 

ハードドライブを保管するためや持ち運ぶために、お包を保管しても'いて〈ださい。 

Q を意： ドライブを挿入する腳ホ、均等に力を加えて〈ださい。力を加えすぎると、コネクタが損傷する恐れがあります。 

5. ハードドライブが完全にベイに収まるまでスライドします。 

6. 2本のネジを元に戻して締めます。 

7. 『オペレーテイングシステム CDJ を使用して、お使いのコンピュータにオペレーテイングシステムをインストールします（『ユーザーズガイド J ] を参照）。 

8. 『Drivers and Utilities CDJ を使用して、お使いのコンピュータにドライバとユーティリテイをインストールします（『ユーザーズガイド蛇参照）。 


目次に戻る 















目ホに戻る 


ヒンジカ/く一 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

^ 餐告： コンピュータ内部の作業を始める肺こ、『巧品情報ガイド J のを全に関する指示に従ってください。 

の を意： 静電気放出を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用したり、定期的に塗装されてし々い金属面(コンピュータの背面にあるコネクタなど)じ触れたりして、静電気を除去します。 
^ を意： ヒンジカバーは壊れやすいので、無理な力を加えると損傷する可能性があります。ヒンジカバーの取り外しにはを意してください。 

1. 「 作業を開始する前に I の 手順を実行します。 

2. コンピュータの表側を上にしてディスプレイを約180度開き、作業面に対して平らになるようにします。 

の を意： ヒンジカバーへの損傷を防ぐため、カバーの両側を同時に持ち上げないで〈ださい。ヒンジカバーを上記レ U 外の方法で取り外すと、プラスチックが破損する恐れがあります。 



1 


1 

ヒンジカバー 

2 

プラスチックスクライブ 

3 

くぼみ 


3. コンピュータの右側から始めます。プラスチックスクライブを使って〈ぼみに差し込んで、てこのようにしてヒンジカバーを持ち上げます。右側から左側に向かってカバーをコンピュータから持ち上 
げていき、カバーを取り外します。取り外したカバーは横に置きます。 

ヒンジカバーを取り付ける前に、すべてのケーブルカ化し〈配線されてしぶことを確認して〈ださい。ケーブルが適切に配線されてし々い場合、ケーブルに損傷を与える恐れがあります。 

4. ヒンジカバーを取り付けるロホ、カバーの左側を所定の位置に差し込みます。 

5. カバーカけチッと所定の位置に収まるまで、左から右に向かって押し込みます。ヒンジカバーの両端がパームレストの両端にぴったり合っていることを確認して〈ださい。 


目次に戻る 












目ホに戻る 


キーボード 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

♦ キーボードの取り外し方 
• キーボードのを吐はけ方 


キーボードの取り外し方 

^ 警告： コンピュータ内部の作業を始めるおに、『巧品情報ガイド J のを全におないいただくためのを意に従ってください。 

A 宙告： コンピュ-夕巧の部品の静電気による巧なを防ぐため、コンピュ-夕の電子が品に触れるがに、きがから柏電気を除去してください。塗装されていないを届面に触れること 
^ により、静電気を除去することができます。 

1. 「 作業を開始する前に I の手順に従います。 

2. コン ピュ ータの 表面を上にして、開きます。 

3. ヒンジカ/く一を取り外します （ 「 ヒンジカバー I を参照）。 

Q を意： キーボード上のキーキャップは壊れたり外れたりしやすく、また取り付けに時間がかかります。キーボードの取り外しや取りおいにはを意して〈ださい。 

4. キーボードの上部にある3本のネジを外します。 



1 

ネジ (3) 

2 

キーボードタブ ( 5 ) 

3 

パー厶レスト 

4 

プルタブ 

5 

キーボードケーブルロックアー厶 

6 

キーボ—ケーブルコネクタ 


b メモ： 手順日 のキーボードを慎重に持ち上げる時は、キーボードケーブルを引っ張らなし、ようを意して〈ださし、。 

5. 側面のルさいつめからキーボードの端を慎重に取り外し、90度回してパームレストの上に置き、キーボードコネクタにアクセスできるようにします。 

6. キーボードコネクタ隣のロックアームじよってキーボードケーブルが固定されている場合は、コネクタの反対側に向けて固定ブラケットを広げ、ロックアームを慎重に上方向にまわしてケーブルを 
取り外せるようにします。 

7. プルタブを引き上げて、キーボードケーブルコネクタをシステム基板のキーボードコネクタから外します。 


キーボードの取り付け方 


Q を意： キーボード取り付け中にパームレストの損傷を防ぐため、キーボード前面の端についてしぶタブをパームレストに差し込んでから、キーボードを所定の位置に固定します。 



















1. キーボードコネクタをシステム基板に接続します。 


2. プルタブを下にキ斤り曲げて固定し、キーボードケーブルをロックアームの下に固定します。その後、所定の位置にロックアームをロックします。 

3. キーボード前端に沿うタブをパームレストに差し込んで、キーボードをパームレストの上に下ろし、両側面を押してツメに巧し込みます。 

4. キーボード上部の3本のネジを元どおりに取り付けます。 


5. ヒンジカ/く一を取り付けます （ 「 ヒンジカバー I を参照）。 





目ホに戻る 


メモリ 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

♦ DIMM A 

• DIMM B 


^ 餐告： 本項の手順を開始するおに、『追!品情報ガイ刊のを全手順に従ってください。 

Q をな： コンピュータのメモリモジュールが1枚のみの場合は、キーボードの下にある 「DIMM A 」 とし、うラベルの付いたコネクタにメモリモジュールを取り付けます。 

© を意： メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリを取り外した場合、新し〈装着するモジュールをデルからお買い上げになったとしても、元のメモリを新しし、メモリとは別に保管してく 
ださい。できるだけ、ま斤しいメモリモジュールと元のメモリモジュールをペアに しない で〈ださい。元のメモリモジュールと新しいものをペアにすると、コンピュータが最適な性能で機能しなしにとが 
あります。 

^ メモ： デルから購入されたメモリモジュールは、お使いのコンピュータの保証対象に含まれます。 

コンピュータにユーザーがアクセス可能な SODIMM ソケットカ《2つあります。1つはキーボードの下からアクセスし （DIMM A )、 もう1つはコンピュータの底面からアクセスします （DIMM B ) 。 


DIMM A 


1. 「 作業を開始する前に I の手順を実行します。 


2. ヒンジカ/く一を取り外します （ 「 ヒンジカバー I を参照）。 



1 

メモリモジユール （DIMM A ) 

2 

固定クリップ (2) 


Q をな： メモリモジュールコネクタへの損傷を防ぐため、メモリモジュールの固定クリップを広げるためにツールを使用しなし、で〈ださい。 

4. メモリモジュールを交換する場合には、身体の静電気を除去してから既存のモジュールを取り外します。 

a . メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを、モジュールが持ち上がるまで指先で慎重に広げます。 

b . モジュールをコネクタから取り外します。 













1 



2 


1 

固定クリップ(各コネクタに2つ） 

2 

メモリモジュール 


己.身体の静電気を除去してから、新しいメモリモジュールを取り付けます。 

a . モジュールコネクタの切り込みをコネクタスロットに合わせます。 

b . モジュールを45度の角度でスロットに合わせてしっかりと押し込み、カチッと所定の位置に収まるまでモジュールを回転させながら巧し下げます。カチッとしづ感触が得られない場合、 
モジュールを取り外し、もう一度取り付けます。 

メモ： メモリモジュールが正しく取り付けられていない場合、コンピュータは起動しないことがあります。この場合、エラーメッセージは表示されません。 



DIMM B 

〇 を志： メモリモジュールを2つのコネクタに取り付ける必要力 《 ある場合、メモリモジュールは、まず 「DIMM A 」 のラベルの付いてし、るコネクタに取り付け、ホに 「DIMM B 」 のラベルの付いている 
コネクタに取り付けます。コネクタへの損傷を防ぐため、メモリモジュールは45度の角度で差し込んで〈ださい。 


1. 「 作業を開始する前に I の手順を実行します。 


2. コンピュータを裏返して、メモリモジュールカバーの巧まネジを緩め、カバーを取り外します。 










1 _ [メモリ モジ ュールカバー_ I 2 I 拘束ネジ_ I 

Q を意： メモリモジュールコネクタへの損傷を防ぐため、メモリモジュールの固定クリップを広げるためにツールを使用しなしで'〈ださい。 

3. メモリモジュールを交換する場合には、身体の静電気を除去してから既存のモジュールを取り外します。 

a . メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを、モジュールが持ち上がるまで指先で慎重に広げます。 

b . モジュールをコネクタから取り外します。 


1 



2 


1 

固定クリップ(各コネクタに2つ） 

2 

メモリモジュール 


〇 をち： メモリモジュールは、コネクタへの損傷を防ぐために45度の角度で差し込んで〈ださい。 

4. 身体の静電気を除去してから、新しいメモリモジュールを取り付けます。 

a . モジュールエッジコネクタの切り込みをコネクタスロットのタブに合わせます。 

b . モジュールを45度の角度でスロットに合わせてしっかりと押し込み、カチッと所定の位置に収まるまでモジュールを回転させながら押し下げます。カチッとしづ感触が得られない場合、 
モジュールを取り外し、もう一度取り付けます。 

& メモ： メモリモジュールが正し〈取り付けられていない場合、コンピュータは起動しないことがあります。この場合、エラーメッセージは表示されません。 



5. メモリモジュールカバーを取り付けます。 

Q をな： カバーが閉まりに〈い場合、モジュールを取り外して、もう一度取り付けます。無理にカバーを閉じると、 コン ピュータを破損する恐れがあります。 

6. バッテリーをバッテリーベイに取り付ける力、、または AC アダプタをコンピュータおよびコンセントに接続します。 

7. コン ピュ ータの 電源を入れます。 

コンピュータは起動時に、増設されたメモリを検出してシステム構成情報を自動的に更新します。 

コン ピュータに搭載され てし、 る メモリ 容量を確認するには、 スタート^ヘルプとサポート^ツールを巧って コン ピュータ情银を表示し問担を診がする^ マイコン ピュータの情な とクリ 

ックします。 


直次に屋る 










目ホに戻る 


通信カード 

Del|TM Latitude ^ ATG D 620 サービスマニュアル 

♦ ワイヤレス LAN (WLAN) 力ード 
♦ モバイルブロードバンドネットワーク （WWAN) 力ード 

• 加入者識迎モジュール （SIM) 力ード 


ワイヤレス LAN ( WLAN ) 力ード 

コンピュータと一緒にワイヤレス LAN 力ードをを文された場合、力ードはすでに取り付けられてし巧す。 

^ 警告： 本巧の手順を開始するがに、『巧品情なガイド』のま全手順に従ってください。 

1. 「 作業を開始する前に Iの手順を実行します。 

2. ヒンジカバーを取り外します （「 ヒンジカバー Iを参照）。 

3. キーボードを取り外します （「 キーボード Iを参照）。 


1 



2 


1 

ワイヤレス LAN 力ード 

2 

アンテナケーブルコネクタ （2) 


Q を意： コネクタへの損傷を防ぐため、固定タブをかすためにツールを使用しないで〈ださい。 

4. ワイヤレス LAN 力ードがまだ取り付けられていない場合、 手川頁5 じ進みます。ワイヤレス LAN 力ードを交換する場合、既存の力ードを取り外します。 

a. アンテナケーブルを力ードから外します。 

。メモ：ワイヤレス LAN 力ードには、お使いの力ードのタイプによって2つまたは3つのアンテナコネクタが付いています。 

b. 力ードが少し浮き上がるまで、金属製の固定タブを力ードから巧し離して、力ードを取り出します。 

C. 力ードを45度の角度でコネクタから引き出します。 

Q を意： 力ードコネクタは確実に挿入できるよう設計されてし巧す。あおを感じる場合は、コネクタを確認し力ードを再調整して〈ださし、。 

Q をち： モバイルブロードバンドネットワーク (WWAN) 力ードは、ワイヤレス LAN 力ードコネクタに挿入しないで〈ださい。 
















2 


1 

ワイヤレス LAN 力ード 

2 

金属製固定タブ (2) 


Q をな： ワイヤレス LAN 力ードの損傷を避けるため、力ードの上や下に決してケーブルを置かないで〈ださい。 

5. ワイヤレス LAN 力ードを取り付けるには、次の手順を実行します。 

a. 邪魔になるアンテナケーブルを移動し、ワイヤレス LAN 力ードの場所を確保します。 

b. ワイヤレス LAN 力ードを45度の角度でシステム基板コネクタに挿入し、カチッとしづ感触があるまで力ードを金属製固定タブに押し込みます。 


1 



1 

ワイヤレス LAN 力ード 

2 

システム基板コネクタ 

3 

アンテナケーブルコネクタ 


^ メモ： どのケーブルとコネクタを接続するかについては、お使いのワイヤレス LAN 力ードに付属のマニュアルを参照して〈ださし、。 
C. アンテナケーブルをワイヤレス LAN 力一円こ接続します。ケーブルが正し〈配線されていることを確認して〈ださい。 


モバイルブロードバンドネットワーク （ WWAN ) 力ード 

b メモ： モバイルブロードバンドネットワークカードは、一部の地域ではご利用になれない場合があります。 

お使いのコンピュータと一緒にモバイルブロード'バンドネットワークカードをミ主文された場合は、力ードはすでに取り付けられています。 

^ 警告： 本巧の手順を開始するかに、『追[品情巧ガイド』のま全手順に従ってください。 
















1. 「 作業を開始する前に Iの手順を実行します。 


2. ヒンジカバーを取りかします （「 ヒンジカバー Iを参照）。 

3. キーボードを取り外します （「主 ニボニ ど」 を参照）。 



1 

モバイルブロードバンドネットワークカード 

2 

アンテナケーブル （2) 


Q をな： コネクタへの損傷を防ぐため、固定タブをかすためにツールを使用しないで〈ださい。 


4. モバイルブロードバンドネットワークカードがまだ取り付けられていない場合は、 手順5 に進みます。モバイルブロード'バンドネットワークカードを交換する場合は、既存の力ードを取り外します。 
a. モバイルブロードバンドネットワークカードからアンテナケーブルを外します。 

。メモ：モバイルブロードバンドネットワークカードには、お使いの力ードタイプに応じて2つまたは3つのアンテナコネクタが付いています。 



1 

モバイルブロードバンドネットワークカード 

2 

金属製固定タブ (2) 


b. 力ードが少し浮き上がるまで、金属製の固定タブを力ードから巧し離して、力ードを取り出します。 

C. 力ードを45度の角度でコネクタから引き出します。 

Q をな： コネクタは確実に挿入できるよう設計されてし、ます。抵抗を感じる場合は、コネクタを確認し力ードを再調整して〈ださい。 
。 メモ： モバイルブロードバンドネットワークカードコネクタにワイヤレス LAN 力ードを挿入しないで〈ださし、。 





















5. モバイルブロードバンドネットワークカードを取り付けるロホ、次の手順を実行します。 

a. 邪魔になるアンテナケーブルを移動し、モバイルブロードバンドネットワークカードの場所を確保します。 

〇 をち： モバイルブロードバンドネットワークカードの損傷を避けるため、ケーブルが力ードの上や下にならないように、適切に配線して〈ださい。 

b. 力ードを45度の角度でシステム基板コネクタに挿入し、カチッとしづ感触があるまで力ードを金属製固定タブに巧し込みます。 


1 2 



1 

モバイルブロードバンドネットワークカード 

2 

アンテナケーブル （2) 


b メモ： どのケーブルとコネクタを接続するかについては、お使いのモバイルブロードバンドネットワークカードに付属しているマニュアルを参照して〈ださし、。 

6. アンテナケーブルをモバイルブロードバンドネットワークカードに接続します。ケーブルが正し〈配線され てし、 ることを確認してください。 

加入者識別モジュール （ SIM ) 力ード 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、『巧品情報ガイド j のま全手順に従ってください。 

1. 「 作業を開始す る 前に Iの手順を実行します。 



1 

SIM 力ード 

2 

金属製ブラケット (2) 


〇 を意： 力ードを静電気放出 （ESD) から保護するため、 SIM 力ードコネクタには触れないで下さい。 ESD を防止するには、力ードを手に持ってから、挿入または取り外しを行います。 
























2. コンピュータの前面を手前にして、コンピュータを裏返します。 


3. バッテリーが取り外されていることを確認して〈ださい （「 コン ピュータ内部の作業を始める前に I を参照）。 


4. 角が切り取られている方を力ードの実装部から遠ざけて持ち、 SIM 力ードを実装部に差し込み（図参照）、両側面の金属製ブラケットの下にスライドさせます。 





目ホに戻る 


モデム 

Del|TM Latitude ^ ATG D 620 サービスマニュアル 

^ 餐告： 化下の手順を開始するおに、『追!品情報ガイド JI のま全にお使いいただ<ためのを意をお読みください。 

A 警告： おち気によるコンピュータ巧の部品の損なを防ぐため、コンピュータのち子部品に化れる巧に、きなから#電気を除去してください。塗装されていないを属面に化れること 
^ により、静電巧を除去することができます。 

り を意： システム基板の損傷を防ぐため、コンピュータ内部の作業を巧う前にメインバッテリーを取りかして〈ださい （「 コン ピュータ内部の作業を始める前に I を参照)。 

1. 「 作業を開始する前に Iの手順に従います。 

2. ヒンジカバーを取り外します （「 ヒンジ カバー Iを参照）。 

3. 取り付けられているメディアベイデバイスをすべて取り外します （「 メディアベイデバイス I を参照）。 

4. キーボードを取り外します （「主 ニボニ ど」 を参照）。 

己.ディスプレイアセンブリを取り外します （「 ディスプレイアセンブリ I を参照）。 

6. パームレストを取りかします （r パームレスト Iをを照）。 

7. モデムをシステム基板に固定している M2 X 3 mm ネジを外します。 

8. プルタブを引き上げて、システム基板上のコネクタからモデムを取り外します。 



1 

モデムプルタブ 

2 

M2 X 3 mm ネジ 

3 

モデムケーブル 

4 

システム基板コネクタ 






Q をな： モデムケーブルをシステム基板から外さないで〈ださい。 

9. モデムケーブルをモデムから外します。 


モデムを交換する場合、モデムをシステム基板コネクタに挿入する前に、モデムケーブルをモデムに接続する方が簡単です。 


直次に屋る 




















目ホに戻る 


メディアベイデバイス 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

の を意： デバイスへの損傷を防ぐため、コンピュータにデバイスを取り付けない場合、デバイスは乾燥したま全な場酣こ保管し、上から力を加えたり、重いものを載せたりしないで〈ださい。 
^ メモ： デバイス固定ネジが取り付けられてし々い場合は、コンピュータが動作中で、ドッキングデバイスに接続されてしぶ間でも、デバイスを取り外したり、取り付けたりすることができます。 

1. デバイス固まネジが取り付けられている場合は、コンピュータの底面からこのネジを外します。 



2. コンピュータが動作中の場合、タスクバーじある ハードウエアのま全な巧り外し アイコンをダブルクリックし、取り出すデバイスをクリックして 停止 をクリックします。 

3. デバイスリリースラツチを巧します。 



1 

ホプティカルドライブ 

2 

デバイスリリースラツチ 


4. デバイスをメディアベイから引き出します。 


デバイスを取り付けるロホ、新ししザバイスをカチッとしづ感触があるまでベイに巧し込みます。 


直次に房る 










目ホに戻る 


パームレスト 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

^ 餐告： コンピュータ内部の作業を始める肺こ、『巧品情報ガイド J のを全に関する指示にがってください。 

A 警告： コンピュータ巧の部品の静電気による損なを防ぐため、コンピュータのち子部品に化れる巧に、きなから#電気を除去してください。塗装されていないを属面に化れること 
^ により、静電巧を除去することができます。 


1. 「 作業を開始する前に I の手順に従います。 

2. ヒンジカバーを取りかします （「 ヒンジ カバー I を参照）。 

3. 取り付けられているメディアベイデバイスをすべて取り外します （「 メディア ベイデバイス I を参照）。 

4. キーボードを取り外します（「 キーボード I を参照）。 

5. ディスプレイアセンブリを取り外します （「 ディスプレイアセンブリ I を参照）。 

6. コイン型雷ミ也をシステム基板から取りかします （「 コイン 型雷;’也 I を参照）。 

じ メモ： 交換パームレストを取り付ける場合をのぞき、コイン型電池をパームレストから外す必要はありません。交換パームレストを取り付ける場合、元のコイン型電池を取り外して交換パ 
-ムレストに取り付ける必要があります。 

7. 「P」 とラベル表示された3本の M2. 5 X 8 mm ネジを、パームレスト上から外します。 



8. コンピュータを裏返します。 

9. ハードドライブを取り外します （「 ハードドライブ I を参照）。 


10. ハードドライブベイの前面にある2本の拘まネジを緩めます。 

















11. 7 本の M2. 5 X 8 mm ネジをコンピュータの底部から外します。 



Q をな： パームレストに損傷を与えな し、 よう、慎重にパームレストをベースから取り外します。 

12. コンピュータを表にして、パームレストを取り外します。 

a. パームレストの背面中央から始めます。パームレストの内側を持ち上げ、指を使ってパームレストをベースから取り外します。 

b. パームレストの背面を取りかしたら、パームレストを少し前方に巧し、パームレストの残りの部分をベースの前面から取り外します。 

13. タッチパッドケーブルコネクタをシステム基板から取り外します。 


1 













タッチパッドつホクタ 


A を意: 

パームレストを再び取り付ける場合、パームレストネジを取り付ける前にタッチパッドケーブルコネクタをシステム基板に取り付けたことを確認します。 


目ホに戻る 





目ホに戻る 


PC 力ードリーダー 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

^ 餐告： コンピュータ内部の作業を始める肺こ、『巧品情報ガイド J のを全に関する指示に従ってください。 

A 警告： おち気によるコンピュータ巧の部品の損なを防ぐため、コンピュータのち子部品に化れる巧に、きなから#電気を除去してください。塗装されていないを属面に化れること 
^ により、静電巧を除去することができます。 

1. 「 コンピュータ内部の作業を始める前に I の手順に従います。 

2. ヒンジカバーを取りかします （「 ヒンジ カバー I を参照）。 

3. 取り付けられているメディアベイデバイスをすべて取り外します （「 メディア ベイデバイス I を参照）。 

4. キーボードを取り外します （「 キーボード I を参照 ）。 

5. パームレ ストを取り外します （r パームレ スト I を参照）。 

6. PC 力ードリーダーをコンピュータに固定している4本の M 2 X 3 mm ネジを外します。 



1 

PC 力ードリーダー 

2 

プルタブ 

3 

M 2 X 3 mm ネジ (4) 


Q を意： PC 力ードリーダーコネクタの損傷を防ぐため、取り外す財コネクタを回転したり、振動させなし巧〈ださい。しっかり均等に圧力をかけて、プルタブをまっすぐ上に引き上げます。 

7. プルタブを使って、システム基板から PC 力ードリーダーを取り外します。 


目次に戻る 
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スピーカー 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

^ 餐告： コンピュータ内部の作業を始める肺こ、『巧品情報ガイド J のを全に関する指示にがってください。 

A 警告： コンピュータ巧の部品の静電気による損なを防ぐため、コンピュータのち子部品に化れる巧に、きなから#電気を除去してください。塗装されていないを属面に化れること 
^ により、静電巧を除去することができます。 

1. 「 コンピュータ内部の作業を始める前に I の手順に従います。 

2. ヒンジカバーを取りかします （「 ヒンジ カバー I を参照）。 

3. 取り付けられているメディアベイデバイスをすべて取り外します （「 メディア ベイデバイス I を参照）。 

4. キーボードを取り外します （「 キーボード I を参照 ）。 

5. コイン型電ミ也を取り外します （「 コイン 型電池 I を参照）。 

6. パームレ ストを取りかします （r パームレスト I をを照）。 

7. システム基板からスピーカーコネクタを外します。 



1 スピーカーコネクタ 

Q を意： スピーカーに損傷を与えなし、よう慎重に取り扱って〈ださし、。 

8. スピー カーを まっすぐ持ち上げてベースから外します。 


直次に层る 
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システム基板 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

♦ システム基板の取り外し方 
• システム其巧のあり付け方 


システ厶基板の取り外し方 

^ 警告： コンピュータ内部の作業を始めるおに、『巧品情報ガイ刊のを全に関する指示に従ってください。 

A 警告： コンピュ-夕巧の部品の静電気による損なを防ぐため、コンピュ-夕の電子が品に化れるかに、きがから柏電気を除去してください。をちされていないを届面に触れること 
^ により、静電気を除去することができます。 

システム基板の BIOS チップにはサービスタグがあり、コンピュータ底面のバーコードラべルにも記してあります。システ厶基板用の交換キットには、サービスタグを交換するシステム基板に転送するた 
めのユーティリティを提供する CD が含まれています。 

1. 「 コンピュータ内部の作業を始める前に I の手順に従います。 

2. ヒンジカバーを取りかします （「 ヒンジ カバー I を参照）。 

3. キーボードを取り外します （「 キ ーボー ド 」 を参照 ）。 

4. 取り付けられているメディアベイデバイスをすべて取り外します （「 メディアベイデバイス I を参照）。 

5. メモリモジュールを取りかします （メモリ I を参照）。 

6. 取り付けられているワイヤレス通信力ードをすべて取りかします （「 る 信力ード I を参照）。 

7. パームレストを取り外します （「 パ ー厶レスト 」 を参照）。 

8. モデムを取り外します （ r モデム I を参照）。 

9. スピーカーを取り外します （「 ス ピー カー 」 を参照 ）。 

10. PC 力ードリーダーを取りかします （「 PC 力ードリーダー I を参照）。 

11. スマートカードスロットカ、ら、取り付けてあるスマートカードまたはスマートカードのダミーカードを取り外します。 



12. プロセツササーマル冷ち D アセンブリを取り外します （「 プロセッササーマル冷去日アセンブリ I を参照）。 


13. プロセッサを取りかします （「 プロセッサ I を参照）。 


14. フアンのケーブルをシステム基板から取り外します。 

15. ワイヤレス LAN 力ードとモデムコネクタ付近のケーブルをシステム基板から外します。 


16. システム基板上にシルバーの兰角おのマークが付いている4本の M 2. 5 X 5 mm ネジを外します。 
















1 

フアンケーブル 

2 

M 2.5 X 5 mm ネジ （4) (システム基板上のシルバーの兰角 

3 

モデムアンテナコネクタ （2) 




おのマークで表示） 




17. コンピュータ背面の4本の5 mm 六角ネジを外します。 



18. システム基板を持ち上げて、ベースから取り外します。 



1 

システム基板 

2 

ベース 


システム基板の取り付け方 

1. 「 システム基板の取り外し方 I をすベて逆の手順で実行します。 


CS をな： システム基板を取り付ける場合、ベースに取り付ける前にファンケーブルとアンテナケーブルがシステム基板から取り外されていて、才ーディオコネクタが正し〈取り付けられていることを 
〜 確認しシステム基板をベースに取り付ける前にワイヤレススイッチのタブがスライダメカニズムのツメに正し〈固定されていることを確認してください。 






























2. バッテリーをバッテリーベイに挿入します （ r コンピュータ内部の化業を始める前に I を参照)。 

3. AC アダプタをコンピュータおよび電源コンセントに接続します。 

の をな： コンピュータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付けて、コンピュータ内部にネジが残っていないかを確認して〈ださい。コンピュータ内部にネジが残っていると、コンピュータに損傷を 
W 与える恐れがあります。 

4. コン ピュ ータの 電源を入れます。 

b メモ： システム基板を取り付けた後に、交換システム基板に付属する CD を使ってコンピュータサービスタグを BIOS に入力します。 

5. 交換システム基板に付属する CD を適切なドライブに挿入して、システム BIOS をフラッシュします （「 フラッシュ BIOS I を参照）。画面に表示される指示に従って〈ださい。 

目次に戻る 
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プロセツササーマル冷却アセンブリ 

Del|TM Latitude^ ATG D620 サービスマニュアル 

♦ プロセツササーマル冷却アセンブリの取り外しモ 

• プロセツササーマルを却_アセンブリの IX り:はけモ 


プロセッササーマル冷却アセンブリの取り外し方 

^ 警告： コンピュータ内部の作業を始めるおに、『巧品情報ガイ刊のを全に関する指示に従ってください。 

A 宙告： コンピュ-夕巧の部品の静電気による損なを防ぐため、コンピュ-夕の電子が品に触れるがに、きがから柏電気を除去してください。をちされていないを届面に触れること 
^ により、静電気を除去することができます。 

1. 「 コンピュータ内部の作業を始める前に I の手順に従います。 

2. ヒンジカ/く一を取り外します （ 「 ヒンジカバー I を参照）。 

3. 取り付けられているメディアベイデバイスをすべて取り外します （「 メディアベイデバイス I を参照）。 

4. キーボードを取り外します （「 キーボード I を参照 ）。 

5. パームレストを取り外します （「 パ ームレスト 」 を参照）。 



1 

プロセツササーマル;令却アセンブリ 

2 

巧まネジ (4) 


b メモ： プロセツササーマル冷却アセンブリの外観は、お使いのコンピユータの構成に応じて異なる場合があります力 《 、すべてのアセンブリの取り外し手順は同じです。 

6. アセンブリの「1」〜「4」とラベル表示された4本の巧まネジを順香に緩めます。 

7. アセンブリをコンピュータから持ち上げて取り外します。 


プロセツササーマル冷却アセンブリの取り付け方 

^ 警告： コンピュータ巧部の作業を始める前に、『巧品情苗げイド J のを全に関する指示に従ってくださし、。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されてし々い金属面に触れることによ 
り、静電気を除去すること力巧きます。 
















じ メモ： 元のプロセッサとヒートシンクを同時に再取り付けする場合、元のパッドを再利用すること力 《 可能です。プロセッサまたはヒートシンクのどちらかを交換する場合、熱伝導性が確実に得られ 
M るようにキット内のサーマルパッドを使用します。 

メモ： この手順では、プロセッササーマル冷却アセンブリをすでに取り外していて、取り付ける準備が整っていると想定しています。 

1. サーマル;令却パッドの裏面をはがし、サーマル;令却アセンブリのプロセッサを覆う部分にパッドを接着します。 

2. アセンブリをシステム基板の上に置きます。 

3. サーマル;令却アセンブリの「1」〜「4」とラベルの付いた4本の拘まネジを順番に締めます。 

4. /《ームレストを取り付けます （ 「 パームレスト I を参照 ) 。 

& メモ： キーボードを取り付ける前に、コイン型電ミ也を取り付けたことを確認します （「 コイン型電ミ也 I を参照）。 

5. キーボードを取り付けます （ r キーボード I を参照 ) 。 

6. メディアべイデ/《イスを取り付けます （ 「 メディアべイデ/くイス I を参照 ）。 

7. ヒンジカ/く一を取り付けます （ 「 ヒンジカバー I を参照）。 

8. バッテリーを取り付けます。 

直次に屋る 
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Del|TM LatitudeTM ATG D620 サー ビス マニュアル 

b メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してしなす。 

の を 意： ハードウ I ァの損傷やデータの損失の可能性があることを示し、その危除を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告： あ的損ち、けが、または死 t の原因となる可能性があることを示しています。 
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